
（ ）事例 小学校社会科 西濃地区 Ｇ小学校

１ 単元について
対 象 学 年 小学校 第６学年

学 習 指 導 要 領 第６学年の内容（３）イ
単 元 名 世界の平和と日本の役割 （全８時間）
単 元 目 標 ○世界の中の日本の役割に関心をもち、意欲的に調べることを通して、平和

な国際社会の実現を目指して、国際社会の一員として努力し続けていくこ
とが必要であるという自覚をもとうとする。

（社会的事象への関心・意欲・態度）
○平和な国際社会の実現を目指した日本の役割から、学習の問題を見いだし
て、追究・解決し、世界平和の大切さと日本が世界において果たしている
重要な役割をより広い視野から考え、適切に判断する。

（社会的な思考・判断）
○日本の国際協力の様子を的確に調査したり、地図や各種の統計、年表など
の基礎的資料を効果的に活用したりするとともに調べた過程や結果を目的

。 （ ）に応じた方法で表現する 観察・資料活用の技能・表現
○世界平和の大切さと日本の国際協力の様子、日本が世界において重要な役
割を果たしていることを理解している。

（社会的事象についての知識・理解）
配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫
・国際協力活動に対して児童が意欲をもって自分から調べ、具体的に事実を
とらえることができるように、青年海外協力隊の元隊員を取り上げ、教材
化する。
・児童の思考の流れに合わせた指導計画を工夫し、インターネットや図書資
料を活用しながら、人物の生き方を通して社会的事象を多面的・多角的に
とらえられるようにする。
・つかんだ事実を関連付けて青年海外協力隊の役割をつかみ、考えを深めて
いくことができるように、グループごとの話し合いの場や全体での話し合
いの場をもうけ、自分の考えをお互いに伝えたり意見を集約できるように
する。
○単位時間における工夫
・学習の見通しをもって追究し、調べ学習や自分の考えの変容や深まりが記
録できるように単位時間における学習ノートを工夫する。
・自分の考えと、その根拠とした事実や資料を交流する場や方法を位置付け
児童が主体的に学べるようにする。
・評価規準をもとに４観点について自己評価できる学習ノートを活用し、学
習の振り返りを生かして次の活動への意欲を高めるようにする。

（ ）参 考 資 料 資料１：学習ノート 世界の平和と日本の役わり①～⑨ 第１時～第８時
資料２：国際協力事業団ＨＰ「青年海外協力隊の活動」

派遣した人達の人数と職種・青年海外協力隊の派遣国分布
（第２・３時）

「 」（ ）資料３：人物ファイル① パナマに派遣された大橋さん 第２・３・４時
資料４：人物ファイル②「大橋さんの一日 （第２・３・４時）」
資料５：掲示資料 青年海外協力隊大橋さんの活動の様子を調べよう

（ ）第２・３・４時
資料６：パナマの事情（第２・３・４時）
資料７：ユニセフの活動 日本ユニセフ協会（第５時）
資料８：日本ユネスコ協力連盟ＨＰ （第７時）

国際協力ＮＧＯセンターＨＰ
環境省ＨＰ・国立環境研究所ＨＰ

資料９：大橋さんからの質問の答 メール（第７時）
資料 ：評価テスト（単元の終末に実施する）10



２ 単元の評価規準

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・ ウ 資料活用の技能 エ 社会的事象につ
関心･意欲･態度 判断 ・表現 いての知識・理解

内 世界の中の日本の役 世界の中の日本の役 世界の中の日本の役 外国の人々と共に生
容 割に関心をもち、そ 割に関する社会的事 割に関する社会的事 きていくためには異
のご れを意欲的に調べる 象から学習の問題を 象を的確に調査した なる文化や習慣を理
まと ことを通して平和を 見いだして追究・解 り、地図や各種の基 解し合うことが大切
との 願う日本人として世 決し、我が国が世界 礎的資料を効果的に であること、世界平
ま評 界の国々の人々と共 において果たしてい 活用したりするとと 和の大切さと我が国
り価 に生きていくことが る役割をより広い視 もに、調べた過程や が世界において重要
規 大切であるという自 野から考え、適切に 結果を目的に応じた な役割を果たしてい
準 覚をもとうとする。 判断する。 方法で表現する。 ることを理解してい

る。

単 世界の中の日本の役 平和な国際社会の実 日本の国際協力の様 世界平和の大切さと
元 割に関心をもち、意 現を目指している日 子を的確に調査した 日本が世界において
の 欲的に調べることを 本の役割から学習の り、地図や各種の統 重要な役割を果たし
評 通して、平和な国際 問題を見いだして、 計、年表などの基礎 ていることを日本の
価 社会の実現を目指し 追究・解決し、世界 的資料を効果的に活 国際協力の様子を通
規 て、国際社会の一員 平和の大切さと日本 用したりするととも して具体的に、理解
準 として努力し続けて が世界において果た に、調べた過程や結 している。

いくことが必要であ している重要な役割 果を目的に応じた方
るという自覚をもと をより広い視野から 法で表現する。
うとする。 考え、適切に判断す

る。

学 ①外国の様子に目を ①調べたことや大橋 ①写真や新聞記事な ①我が国が青年海外
習 向け、平和な国際 さんの話をもとに どの資料から、我 協力隊の活動など
活 社会の実現のため 世界平和や発展の が国の国際協力の を通して農業など
動 に活躍する日本の ために日本が果た 様子やユニセフな の分野で世界に貢
に 人々について関心 している役割につ どの機関の活動を 献する努力をして
お をもち、意欲的に いて考えている。 調査したり、地図 いることが分かっ
け 調べる。 ②調べたことをもと や地球儀、写真や ている。
る ②青年海外協力隊の に世界平和の大切 地図などの資料を ②平和な国際社会の
具 活動の様子から平 さと我が国が世界 活用して世界の国 実現に努力してい
体 和な国際社会の実 において重要な役 々の様子を具体的 る国際連合の働き
の 現を目指し、国際 割を果たしている に調べている。 が分かっている。
評 社会の一員として ことを考え、適切 ②調べた過程や結果
価 努力し続けていく に判断している。 を目的に応じた方
規 ことが必要である 法で分かりやすく
準 という自覚や世界 表現している。

の国々と共に生き
ていくことが大切
であるという自覚
をもとうとする。



３ 指導と評価の計画（全８時間）
（１）授業の流れ

（ ）第１次 世界で活躍する夢を語り合おう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間
（ ）第２次 青年海外協力隊の人たち達の働きを見る・・・・・・・・・・・・・・・ ３時間
（ ）第３次 国際連合の働きを考える・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間
（ ）第４次 戦争と紛争・地球の環境を考える・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間
（ ）第５次 世界の人たちと手をつなごう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間

（２）単元指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

○世界で活躍 ○青年海外協力隊の人がアフリカ１
する日本の で農業を指導しているのはな

人々や世界 ぜかを話し合う。

、の平和の発 世界の様々な国の人々とともに

展のために 日本人はどのような活動を行っ

果たす日本 ているのだろうか。 〈アー①〉

の役割につ ○写真や本文のほかにインターネ ○外国の様子 ○学習ノート ○事前にインター

いて関心を ットや新聞記事、テレビのニ に 目 を 向 ・図書資料、 ネットの日本

もつ。 ュースなどから得た情報を集 け、平和な インターネ の国際貢献の

め、日本のどんな人々が世界 国際社会の ットなどか ホームページ

で活躍しているかを発表し合 実現のため ら具体的に や新聞・テレ

う。 に活躍する 調べたり、 ビのニュース

日本の人々 世界で活躍 などの情報を

○世界で活躍する人々の思いや願 について関 する日本の 収集する具体

いを話し合い、世界のために 心をもち、 人々にはど 的な方法を示

貢献する日本の人々の活動に 意欲的に調 んな人がい しながら、日

ついて、調べたいことをノー べる。 るのかに関 本人の活動に

トに書く。 心をもつて 関心がもてる

調べたいこ ように助言す

とをノート る。

に書いたり

しているか

を 分 析 す

る。

○ 地 図 や 写 ○青年海外協力隊の状況につい２
真 グラフ て、教科書の本文や地図、グ３ 、 、

文章資料等 ラフを見て分かることを発表

から、青年 する。

海外協力隊 青年海外協力隊は、どんな活動

の人たちの をしているのだろう。 〈エー①〉

工夫や努力 ○教科書の青年海外協力隊の話や ○我が国が青 ○学習ノート ○職種について

を調べる。 写真の他、インターネットや 年海外協力 ・派遣人数の は、くわしい

図書資料などで得た情報をも 隊の活動な 増加や幅広 資料を基に具

とに、青年海外協力隊の活動 どを通して い地域への 体的にどんな

の様子を調べる。 農業などの 派遣、職種 仕事があるか

分野で世界 について読 を示し、農業

に貢献する み取ってい の分野でどの

努力をして るかを分析 ような点で世

いることが する。 界に貢献して

分かってい いるかをつか

る。 めるようにす

る。

〈ウー①〉



○調べたことをもとに、分かった ○写真や新聞 ○発表資料 ○活動の様子を調

ことを発表資料にまとめ、自 記事などの ・青年海外協 べて、その資

分の考えをもつ。 資料から、 力隊員の具 料から分かっ

我が国の国 体的な活動 たことや感じ

際協力の様 や様子につ たことをまと

子やユニセ いて読み取 めとして位置

フなどの機 り、方法を 付けることを

関の活動を 工夫して資 助言する。

調 査 し た 料にまとめ

り、地図や ているかを

地球儀、写 分析する。

真や地図な

どの資料を

活用して世

界の国々の

様子を具体

的に調べて

いる。

４ ○青年海外協 ○大橋さんが青年海外協力隊とし

力隊員とし て、遠い外国へ単身で出かけ、本
てパナマで 何ができたのか疑問をもつ。時
活動した大 大橋さんは、日本から遠いパナ

橋さんの思 マに青年海外協力隊として、た

いや願いか った一人で行って、どんなこと

ら、国際協 ができたのだろう。 〈イー①〉

力への考え ○青年海外協力隊元隊員の大橋さ ◎調べたこと ○発言内容 ○大橋さんに関わ

を深め、日 んの活動について調べたこと や大橋さん ・大橋さんの る資料（写真

本が世界に を発表し大橋さんの願いや業 の話をもと 活動に関心 や年表・任国

おいて果た 績について話し合う。 に、世界平 をもち、具 パナマの位置

している重 和や発展の 体的に調べ ・事情の分か

要な役割に ために日本 たことをも るもの）を示

ついて考え が果たして とに、国際 しながら具体

ることがで いる役割に 協力につい 的に様子がと

きる。 ついて考え ての自分の らえられるよ

ている。 考えや感想 うにし青年海

を話せてい 外協力隊の人

るかを分析 々の工夫や努

する。 力を考えるよ

うに助言する。

○大橋さんの話を聞く。 ・大橋さんの ○青年海外協力隊

苦 労 や 思 の活動につい

い、派遣国 て調べてきた

の人々の様 内容と日本で

子や気もち の自分の生活

について考 と比べて考え

えているか るように助言

を 分 析 す する。

る。

〈アー②〉

○話し合いや大橋さんの話から、 ◎青年海外協 ○学習ノート ○役割について考

青年海外協力隊の人々の工夫 力隊の活動 ・調べたこと えることがで

や努力、考えたことをノート の様子から や大橋さん きない児童に

にまとめる。 平和な国際 の話をもと 対しては、こ

社会の実現 に、活動へ れまで学習し



を目指し、 の参加のわ てきたことを

国際社会の けや大橋さ 振り返るよう

一員として んの思いを に助言し、大

努力し続け まとめてい 橋さんの話の

ていくこと るかを分析 ポイントを示

が必要であ する。 して考えるよ

るという自 うに個別指導

覚や世界の をする。

国々と共に ○表情・ ○自分の思いだけ

生きていく ノート に偏って心情

ことが大切 ・国際協力に 面だけで考え

であるとい 対する自分 ている児童に

う自覚をも の考えをま 対しては、ど

と う と す とめ、日本 の事実とつな

る。 の果たす重 げるとそのよ

要な役割に うに考えられ

ついて考え るのかを切り

ているかを 返し、根拠を

分析する。 明らかにして

考えるように

助言する。

５ ○世界の平和 ○ユニセフが、世界の子どもの安

を守るため 全で健康な暮らしを守るため

の国際連合 に行っている活動について図

の活動をユ や文から読み取り発表する。

ニセフの働 国際連合は、世界の平和を守る

きを例に考 ためにどのような活動をしてい

える。 るのだろう。

〈エー②〉

○国際連合が作られた目的や組織 ○平和な国際 ○発言内容 ○調べ学習の成果

について、国際連合の本部の 社会の実現 ・自分との関 や国旗につい

写真や国際連合憲章、本文な に努力して わりを意識 ての図書資料、

どからつかみ、発表する。 いる国際連 しながら、 ホームページ

合の働きが ユニセフの 等を活用し、

分かってい 活動に関心 国旗や国連本

る。 をもってい 部の写真を見

るかを分析 て、国旗と国

する。 歌のもつ意味

○国際連合の様々な機関の目的や ・ユニセフの を考えるよう

働き、国旗や国歌のもつ意味 活動と国際 にする。

について、写真とその説明、 連合の関わ

最近の新聞記事などから調べ り、国際連、

発表する。 合の目的と

・ユネスコ 働きに着目

・ＷＨ してまとめO
・ＰＫ ているかをO

分析する。

６ ○世界で起こ ○世界の国や地域で起こっている

っている戦 戦争や紛争について、写真や

、 。争や紛争を 地図等からつかみ 発表する

調べ、平和 戦争や紛争をなくし、平和な世

な世界にす 界にするためにどのような努力

るための努 がされているのだろう。 〈ウー①〉



力について ○戦争や紛争をなくすために、世 ○写真や新聞 ○学習ノート ○新聞記事などを

知る。 界の国々の間で取り組まれて 記事などの ・戦争や紛争 用いて、イラ

いる様々な活動について、写 資料から、 が世界中で ク戦争などに

真や本文から調べ 発表する 我が国の国 続いている ついても具体、 。

・国際連合の働き 際協力の様 ことに着目 的にとらえる

・日本の役割。 子やユニセ して調べて ようにする。

フなどの機 いるかを分 また世界地図

関の活動を 析する。 の白地図を活

調 査 し た ・それぞれの 用し、一つ一

り、地図や 国や地域の つの紛争と起

地球儀、写 人々の立場 きた位置を確

真や地図な をふまえて 認させながら

どの資料を まとめてい 戦争や紛争の

活用して世 るかを分析 広がりを意識

界の国々の する。 してまとめる

様子を具体 ことができる

的に調べて ようにする。

いる。

７ ○地球の環境 ○これまで学習してきたこと、テ

を守るため レビや図書で知ったことなど

の国際連合 をもとにして、今地球上では

や 各 国 政 どのような環境問題が起きて

府、 Ｇ いるのかを話し合う。N O
等の活動の 地球の環境を守るためにどのよ

様 子 を 調 うな努力がされているのだろう 〈イー②〉。

べ、日本の ○本文、写真，囲み資料、図書資 ○調べたこと ○学習ノート ○ふだんの生活の

果たす役割 料、新聞、インターネットな をもとに世 ・ 写 真 や 本 中での経験や

や自分がで どから、世界や日本の人々が 界平和の大 文、京都会 これまで得た

きることを 地球の環境を守るために努力 切さと我が 議に参加し 知識も合わせ

考える。 している様子を調べる。 国が世界に た人の話、 て考えている

おいて重要 図書資料、 児童を取り上

○宇宙船地球号の一員として、自 な役割を果 新聞、イン げ、全体に広

分たちにもできることを考え たしている ターネット めることを通、

ノートやカードに書いて発表 こ と を 考 などから、 して 「仲間の、

する。 え、適切に 国連を中心 考えから自分

判断してい とした地球 はどう考える

る。 環境を守る か」を問いか

取り組みを け、行動への

読み取り、 意欲を高める

自分にでき ようにする。

ることをノ

ートにまと

めているか

を 分 析 す

る。

８ ○世界の人た 国際協力についてどのような努

ちと手をつ 力が大切なのだろうか。 〈イー②〉

ないで、平 国際交流や国際協力に関係す ○調べたこと ○学習ノート ○国際協力に関係○
和な世界を る様々な立ち場の人々の夢は をもとに世 ・オリンピッ する人々を中

築 く た め 何かを考え、ノートにまとめ 界平和の大 クのような 心に、前時ま

に、どうし る。 切さと我が 国 際 大 会 でに学習した

たらよいか 国が世界に は、選手同 人々の活動の

を考えるこ おいて重要 士が交流し 様子をもとに



と が で き な役割を果 たり、試合 して考えるよ

る。 たしている に注目して うに助言する。

こ と を 考 いる国民が

え、適切に 世界の国々

判断してい を理解した

る。 りするきっ

かけになる

ことに気付

いているか

を 分 析 す

る。

〈アー②〉

○それぞれの立場の人達がもつて ○青年海外協 ○発言内容 ○互いの文化を尊

いる夢を実現し、世界が平和 力隊の活動 ・国連や日本 重し、協力し

になるために大切なことにつ の様子から などの組織 ていくことが

いて話し合う。 平和な国際 面 も 考 え 大切であるこ

・スポーツや文化の交流 社会の実現 て、日本の とを考えてい

・技術協力 を目指し、 一 人 と し る児童の発言

・難民支援 国際社会の て、自分に を取り上げ、

・環境保全 一員として もできるこ そのことに対

・ の活動 努力し続け とという視 して自分はどNGO
ていくこと 点で考えて のように考え

が必要であ いるかを分 るかを問いか

るという自 析する。 ける中で、差

覚や世界の 別や偏見のな

③世界の人達が協力する上で大切 国々と共に い人と人との

なことを話し合い、自分たちも協 生きていく 交流の大切さ

力できることをまとめる。 ことが大切 について考え

であるとい させるように

う自覚をも する。

と う と す

る。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい
・青年海外協力隊員としてパナマで活動した大橋さんの思いや願いから、国際協力への考えを
深め、日本が世界において果たしている重要な役割について考えることができる。

（２） 本時の位置
４／８時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ ○大橋さんが青年海外協力隊とし
か て、遠い外国へ単身で出かけ、
む 何ができたのか疑問をもつ。
〈資料３・４・５〉
・パナマは日本からすごく離れた
遠い国だ。たった一人で青年海
外協力隊として２年間活動した
けれど、どんなことができたの
だろうか。

大橋さんは、日本から遠いパナ
マに青年海外協力隊として、た
った一人で行って、どんなこと
ができたのだろう。

〈イー①〉
追 ○青年海外協力隊元隊員の大橋さ ◎調べたことや大橋さんの ○大橋さんに関わる資
究 んの活動について調べたことを 話をもとに、世界平和や 料（写真や年表・任
す 発表し、大橋さんの願いや業績 発展のために日本が果た 国パナマの位置・事
る について話し合う。 している役割について考 情の分かるもの）を
・大橋さんは世界の人々を助けた えている。 示しながら具体的に
いという気持ちで、水道のない ○発言内容 様子がとらえられる
地域で水源の調査や設計、施行 ・大橋さんの活動に関心を ようにし、青年海外
管理などの仕事をされていた。 もち、具体的に調べたこ 協力隊の人々の工夫
・農業土木に関する灌漑設備など とをもとに、国際協力に や努力を考えるよう
の仕事にも努力され、現地の人 ついての自分の感想を話 に助言する。
達と協力して活動された。 せているか。
・一人で青年海外協力隊で活動す
るのは大変だが、水道のない村
に自分の技術を生かしたいとい
う思いがあったのだろう。
・パナマは家や学校も私たちとず
いぶん違い、貧富の差が激しい
。 、国だ その国の豊かさを願って

日本の技術を伝えようとするこ
とはすばらしいことだと思う。
・現地の人との交流や日本の技術
を伝えることで日本とパナマの
つながりを強くしたと思う。
〈資料６：パナマの事情〉
①パナマの事情
・都市部と先住民居住部の格差
・生活習慣の違い ・熱帯気候
・人種間の偏見
②活動の実際（苦労や努力）
・上下水道設計「水道のない村



への水道施設の建設」
・農業土木問題への協力
・派遣中に完成した施設

○大橋さんのお話を聞く。 ○表情・ノート ○青年海外協力隊の活
深 ①参加のきっかけや願い ・大橋さんの苦労や思い、 動について調べてき
め ・地球の問題の解決 願い、派遣国の人々の様 た内容と日本での自
る ・多くの人の笑顔をみたい 子や気持ちについて考え 分の生活と比べて考

②国際協力の考え・日本の役割 ている。 えるように、その児
・地球的課題の理解と解決 童自身が具体的に調

べてきた内容を示し
ながら助言する。

〈アー②〉
ま ○話し合いや大橋さんの話をもと ◎青年海外協力隊の活動の ○自覚について考える
と に、分かったことや青年海外協 様子から平和な国際社会 ことができない児童
め 力隊の願いや思い、工夫・努力 の実現を目指し、国際社 に対しては、これま
る をノートにまとめ、国際協力に 会の一員として努力し続 で学習してきたこと

対する自分の考えを発表する。 けていくことが必要であ を振り返るように助
・日本の技術や経済力を生かして るという自覚や世界の国 言し、大橋さんの話
世界の発展に役立ったり、環境 々と共に生きていくこと のポイントを示して
や平和を考える活動を進めるこ が大切であるという自覚 考えるように個別指
とはとても大切なことだと思 をもとうとする。 導をする。
う。
・日本の一人一人がもっている力 ○学習ノート ○自分の思いだけに偏
や技術が世界の平和や発展のた ・調べたことや大橋さんの って心情面だけで考
めに何ができるかを考えて取り 話をもとに、活動への参 えている児童に対し
組んでいくことが大切だと思 加のわけや大橋さんの思 ては、どの事実とつ
う。 いをまとめている。 なげるとそのように
・ワクチンへの募金の協力など、 ・国際協力に対する自分の 考えられるのかを切
国際社会で私ができることもあ 考えをまとめ、日本の果 り返し、根拠を明ら
ると思う。周りでできることが たす重要な役割について かにして考えるよう
あるので見つけていきたい。 考えている。 に助言する。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例
本単元（あるいは本時）の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまとめた。
「学習活動における具体の評価規準」に照らして 「十分満足できる」状況（ ）を実現してい、 A
ると判断した児童（生徒）の具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（ ）と判断した児童C
（生徒）がいる場合の指導の指導の具体的な手だてを示している。
授業展開の中で 「学習活動における具体の評価規準」に照らして、個の学習状況を把握する、
ことに努める。その際 「努力を要する」状況と判断した児童（生徒）に対して、学習状況に応、
じた指導の手だてを講じて、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。それとあわせて 「十、
分満足できる」状況と判断できる児童（生徒）の姿が実現されることをめざして、指導・援助に
努めていく。
【社会的事象への関心・意欲・態度】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と
具体の評価規準 いると判断した児童の具体的な状況例 判断した児童への指導の手だて

＜アー②＞
○青年海外協力隊の ○自分の調べた内容と大橋さんの活動の内 ○自覚について考えることがで
活動の様子から平 容との共通点を明らかにしながら、どの きない児童に対しては、これ
和な国際社会の実 活動もが国際社会の平和や安定につなが まで学習してきたことを振り
現を目指し、国際 っていることをつかみ、その努力が世界 返るように助言し、大橋さん
社会の一員として の平和に必要なものであることを自覚し の話のポイントを示して考え
努力し続けていく ている。 るように個別指導をする。
ことが必要である ○世界の国々と共に生きていく上で、日本 ○自分の思いだけに偏って心情
という自覚や世界 が果たす役割の大切さを考え、自分たち 面だけで考えている児童に対
の国々と共に生き の身近な生活の中で、できることを具体 しては、どの事実とつなげる
ていくことが大切 的に考え、取り組んでいこうとする意欲 とそのように考えられるのか
であるという自覚 をもっている。 を切り返し、根拠を明らかに
をもとうとする。 して考えるように助言する。

【社会的な思考・判断】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と
具体の評価規準 いると判断した児童の具体的な状況例 判断した児童への指導の手だて

＜イー①＞
○調べたことや大橋 ○大橋さんの活動や願いを具体的に読み取 ○大橋さんに関わる資料（写真
さんの話をもとに って、自分の考えを修正したり新しい考 や年表・任国パナマの位置・
世界平和や発展の えをもったりしている。 事情の分かるもの）を示しな
ために日本が果た ○派遣国の人々の様子や気持ちについて考 がら具体的に様子がとらえら
している役割につ え、大橋さんの協力隊への参加の動機や れるようにし、青年海外協力
いて考えている。 前時に調べたことをもとに日本人として 隊の人々の工夫や努力を考え

のかかわりについて考えている。 るように助言する。
○青年海外協力隊の活動につい
て調べてきた内容と日本での
自分の生活と比べて考えるよ
うに、その児童自身が具体的
に調べてきた内容を示しなが
ら助言する。
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世界の国々で活躍する日本人の様子を説明しています。１

【観察・資料活用の技能・表現】①資料と文章が合うように線で結びましょう。

・ ・

・ ・

・ ・

②次の文章の（ ）に当てはまる言葉を、 の中から選んで書きましょう。

【知識・理解】

ア 日本では 青年海外協力隊以外にも と呼ばれる民間団体が開発途上の国（ ） 、 （ ）

々のくらしの発展や（ ）のために世界中で国際協力を進めています。

（イ）国連は、世界の（ ）を守る目的でつくられ、本部は（ ）にあり、

現在（ ）の国が加盟している。

（ウ （ （国連教育文化機関）は （ ）や教育の大切さを世界に伝えること） ） 、

を通して広く平和のための活動を進めています。

世界の貴重な自然や文化遺産を

守るために、世界遺産の指定を

して世界の自然や文化のすばら

しさを伝えています。

世界中の子どもたちを飢えや病

気から救うことが私たちの使命

だと考えています。みなさんの

募金がとても重要です。

開発途上の国や地域での技術指

導などをしています。機械を寄

付するだけでなく、技術を伝え

ていくことが本当の貢献になり

ます。

ユニセフ アジア ５３ ユネスコ 平和 東京 環境保全

募金 文化 １９１ 音楽 ニューヨーク ＮＧＯ



多くの日本人が世界で活躍していることを学んできました。あなたは日本人として２

【関心・意欲・態度】世界の人々のためにどんな活動をしていきたいですか。

【知識・理解】３ 国際連合について説明しています。

①国際憲章の説明文です （ ）に当てはまる言葉を の中から記号で選んで。

文章を完成させましょう。

・世界の平和と（ ）を守り、国と国の争いを（ ）的に解決する。

・世界の国々の（ ）な関係を発展させる。

・経済・社会・文化などの国際問題を解決し （ ）と（ ）を尊重するために協力、

し合う。

【知識・理解】②国連の一員として日本がしてきたことを選んで３つ○をつけましょう。

（ ）開発途上の国々へいろいろな製品を輸出している。

（ ）人と物資、費用で重要な役割を果たしている。

（ ）軍備の縮小や核兵器をなくすことを世界にうったえている。

（ ）ユニセフやユネスコの活動に取り組む。

（ ）常任理事国として大きな権限をもつ。

【思考・判断】４ 世界の人々は様々な取り組みで結びついています。

①次の活動や組織の中から スポーツや文化の交流を目的とする集まりには を 世界の問、 Ａ

題を解決するための集まりや組織には を（ ）に書きましょう。Ｂ

（ ）地球サミット（世界環境会議）

（ ）ワールドカップ

（ ）オリンピック

（ ）音楽会や劇の海外公演

（ ）ユニセフ（国連児童基金）

（ ）地球温暖化防止京都会議

②上の①の組織や活動の中で あなたが関心のあることを一つ選び 自分でもできることを、 、

【関心・意欲、思考・判断】考えて提案してみましょう。

提案選んだ組織や活動

財産 安全 利益 人権 友好ア イ ウ エ オ

争い 貿易 健康 平和 自由カ キ ク ケ コ



【観察・資料活用の技能・表現】５ 資料を見て青年海外協力隊について答えましょう。

① ～ の資料を見て（ ）に合う言葉や数字を書きましょう。ア エ

・青年海外協力隊は や中・南アメリカ の国々へ多くの、（ ） 、（ ）

人が派遣されています。

・青年海外協力隊の派遣人数は、１９８０年から１９９９年のおよそ２０年間で、約

（ ）倍に（ ）います。

・青年海外協力隊の活躍している職種は （ ）が一番多いことが分かります。、

②太郎さんたちは どの資料をもとに話していますか に ～ の記号を書きまし、 。（ ） ア エ

ょう。

太郎

ゆき

まゆみ

健太

青年海外協力隊の派遣人数ア 青年海外協力隊の活動の様子イ

青年海外協力隊の派遣国分布ウ
派遣した人達の職種エ

青年海外協力隊として活躍している

人は、最近では年間１０００人をこ

えているんだね （ ）。

青年海外協力隊が外国で

指導する職種は、いろい

ろあるね。 （ ）

青年海外協力隊では、現地の人

に技術を伝えることが大切なん

だね。 （ ）

青年海外協力隊は、おもに開発

途上の国や地域に派遣されてい

るわ。 （ ）



【関心・意欲、思考・判断】６ 学習して心に残ったことを書きましょう。


